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国際科学技術フェア(ISEF)
世界最大の科学コンテスト

米国各州と75ヶ国以上 予選７００万人越える

⚫ 賞金総額；＄900万←400万以上（144億円）

⚫ ２２分野ごとに一等賞から四等賞まで

＄５千←３千，＄２千←１.５千，＄千，＄５百

⚫ アイデアや最先端の研究を競う。

⚫ 主催：Society for Science & the Public＠ワシントン

⚫ 審査員；574人(ＩＳＥＦ2022)

（大学，研究機関，陸軍，海軍，空軍）

⚫ ファイナリスト：個人・チーム合わせて千数百組

2024年1638組（2011年は1224組）

日本から参加は，学生科学賞３組，ＪＳＥＣ３組の６組
なんと今年度 ６ ８ ⑭

ISEF2011の参加地域・部門
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Fig.7　地域別参加ブース数（ＩＳＥＦ2011）
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Fig.8　課題研究の部門別一覧（ISEF2011）
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世界にチャレンジした日本代表
学生科学賞(読売)代表

１県立大宮高校 植物

２県立千葉高 地層

３八千代松陰 状態変化

JSEC(朝日)代表

１立命館高校 数学

２県立錦江湾 火山

３早稲田高等 心理

ISEF審査方法
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ポスターセッションの審査様子

日本のグランドアワード受賞者

3等賞＄1000
県立千葉高

有孔虫による古環境
推定

4等賞＄500
県立錦江湾

火山雷発生モデルの
提唱
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自作した
核融合炉

チャールズ君

核融合の

レーザー加熱
の研究

ニコルさん
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水面波の速さの深さ
による影響の研究
クリストファ君

ステルス性能の研究
電波→光

ブリタニーさん
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ISEF2011大会トップ３受賞者

①ｺﾞｰﾄﾞﾝ・ﾑｰｱ賞
＄7万５千

ガンの放射線治療の研究(米)

マテウ君ブレイク君

②intel青年科学賞
＄５万

テロ対策の核物質検出
器の開発(米)ネバタ州

テーラー君

②intel青年科学賞＄５万
魚の鱗を用いたプラス
チック開発(ﾀｲ)
ｱﾗﾀﾞさん・タンピチャさ
ん・ポンワスさん

ＩＳＥＦ２０２２大会トップ３

②青年科学賞
＄５万

水素製造の工学研究
(サウジアラビア：
アブラハム君)

②青年科学賞
＄５万

ＤＮＡ合成医薬品製造のため
のＡＩベースモデルの開発

（米国リシャブ・ジェイン
君）

①ジョージ・D・ヤンコプ
ロス革新者賞
＄７万５千

新しいモーターの開発
（米国ロバートサンソン君） 7
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ご清聴ありがとうございました。
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研究テーマの決め方

①興味・関心・進路に関連
②ユニーク・独創的なこと
③社会性（地域性）・話題性
④高校の教科書（実験・観察）
⑤学校・鹿児島で実施可能
→予算・期間・設備

テーマ決定例

①進路班別に決定

医・農・水産・生物
→生物班

化学・薬学・工学→化学班
工学・物理 →物理班
天文・地学 →地学班
数学 →数学班
スポーツ→スポーツ科学
班

①自分たちの

興味関心のあ
る
テーマ大歓迎

②大学の先生
オススメの研究
も参考に
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テーマの設定のヒント

① 自分の進路や興味に基づくテーマ設定
Ap） 教科書の実験・疑問からの研究
Ap） 身近な自然の研究（火山・生物）

② 現代の今日的課題を地域から探究
環境・エネルギー → 酸性雨
食 料 → 廃棄野菜→バイオエタノール
感染症・ガン → 数学的に考察
地震・津波等 → 実験的に考察
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